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2020 年度より「ユネスコ協会 ESD パスポート」は 

「ユネスコ協会 SDGs パスポート」に変わります！ 
 

2013年より ESD（持続可能な開発のための教育）のグローバル・アクション・プログラ

ム（GAP）の一環として行ってきた「ユネスコ協会 ESD パスポート」は、2019 年の GAP

最終年を機に終了いたします。 

そして、これまでの「ESDパスポート」を引継ぎ、「ユネスコ協会 SDGsパスポート」と

してリニューアルいたします。 

 

SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）とは誰も置き去りにし

ない、よりよい地球をつくるために、2030 年までに国際社会が一丸となって取り組む

べき事柄を、国連が 17の目標に定めたものです。 

貧困や飢餓、教育、ジェンダー、保健、環境、防災、エネルギー、経済格差や若者の失

業、気候変動などの世界が掲げる課題に対して、先進国、途上国がともに協力しながら、

2030年までに達成すべき具体的な 17の目標と 169 のターゲットが掲げられています。 

それぞれの目標達成には、各国政府だけでなく企業や NGO などの民間組織や市民社会、

そして世界中の人たちが一体となって取り組む必要があります。日本でも多くの企業や

行政が SDGs達成のために取り組んでいます。 

 

SDGsパスポートは、ESDパスポートを引き継いで、子どもたちが地域のボランティア活

動に積極的に参加し、「ユネスコの心」を持ったグローバルな人材へと成長していくこ

とを応援します。また、子どもたちの成長の記録を書き留める記録帳にもなります。 

ユネスコ協会と学校が協力して、地域の子どもたちを育んでいきましょう。 

 

【主な変更点】 

①主催者  

 日本ユネスコ協会連盟ではなく、各ユネスコ協会が主催者となります。（日ユ協連は

後援） 

②パスポート 

 各ユネスコ協会でパスポートを印刷していただきます。 

③本事業の進め方 

 各ユネスコ協会の主催事業となりますので、本ガイドラインを参考にしつつ、各協会

の創意工夫もいれながら事業を進めてください。 

④認定証 

 原則、各ユネスコ協会で印刷・発行をしていただきます。 

 日ユ協連が発行する活動認定書をご希望の場合は、日ユ協連のガイドラインに沿って

取り組む必要があります。 

⑤ESDパスポート残部に関して 

現在日ユ協連には、小学生用・中高生用の ESDパスポートの残部が若干あります。 

そこで、2020年度は希望するユ協に着払いにて ESDパスポートを提供します。 

※詳細は各頁をご確認ください。 



 

 

Ⅰ.2020 年度から始まる SDGs パスポートについて 

 

1.概要 

名称：ユネスコ協会 SDGsパスポート 

主催：各地ユネスコ協会・クラブ 

後援：公益社団法人日本ユネスコ協会連盟 

対象：小学生（4年生以上）、中学生、高校生 

方針： 

2020 年度から始まる SDGs パスポート事業では、各ユネスコ協会・クラブ（以

下ユ協）が主催・主体となって、パスポート・活動認定証の印刷を行います。

各ユ協の取り組み方針を尊重し、日ユ協連は後援団体として関わります。基本

的なガイドラインを用意いたしますが、本ガイドラインを参考に各ユ協の創意

工夫で事業を実施していただくことが可能です。 

また、パスポートのユ協情報を記入するページに協賛いただいた企業やボラン

ティア活動を提供していただいた団体の情報を入力することが可能です。より

地域に根ざした事業となる様、ご活用ください。 

なお、日ユ協連が発行する活動認定証をご希望の場合は、日ユ協連のガイドラ

インに沿って取り組む必要があります。ユ協の独自の進め方での実施は認定証

の発行対象とはなりませんのでご注意ください。 

 

2.SDGsパスポートの印刷 

 ESDパスポート事業では日ユ協連よりパスポートを配布していましたが、SDGsパスポ

ートは印刷データを日ユ協連より提供いたしますので、各ユ協で印刷をお願いいたし

ます。 

提供データは編集のできない①PDFデータ（日ユ協連基本版）と自由に編集が可能な

AIデータ（ユ協編集サンプル版）の 2種類がございます。 

 

【提供データ】 

①SDGsパスポート PDFデータ（日ユ協連基本版） 

 ・「PDF」データはパスポートの最終ページ、ユネスコ協会情報ページのみ文字の入力が

可能となっております。協力企業や団体名などを自由に記入していただくことが可能

です。また、専用のソフトが無くてもそのまま印刷することが可能です。 

 

②SDGsパスポート AIデータ（ユ協編集サンプル版） 

・「AI」とは「Adobe イラストレーター」で作成したデータのことです。パソコンに専用

ソフトが入っていれば、全ページ独自に編集が可能です。ソフトが入っていない場合

は加工ができませんので、加工が必要な場合は印刷会社に依頼してください。 

 

SDGs パスポートの主催者は各ユ協ですので、パスポートを自由に加工、又は一から作成し

ていただいてもかまいません。 



 

 

【提供方法】 

メールにて SDGsパスポートのデータをお送りいたしますので、下記アドレスに 

様式 1「2020 年度ユネスコ協会 SDGs パスポート実施連絡書」をメールにてお送り

ください。 

 Mail: passport@unesco.or.jp  

担当：事業部 井上、尼子 

 

【印刷会社の紹介】 

現行の ESDパスポートの編集・印刷を受託していた印刷会社をご紹介いたします。 

ユ協ごとの内容の変更、印刷も承っていただけます。 

内容の編集等相談がある場合は直接下記にご連絡ください。 

 

株式会社白橋 

東京都中央区八丁堀 4-4-1 TEL：03-3551-1181 FAX: 03-3555-0981 

 担当：加木（かき）様 

 ＊SDGsパスポートについてとお伝えください。 

 

＊白橋にて SDGsパスポート（日ユ協連基本版）を印刷した際の料金のおおよその目安 

※編集無し、印刷のみの場合 

 

 

 

 

3.SDGsパスポートの進め方 

 各ユ協の主催事業となりますので、本ガイドラインを参考にしつつ、それぞれの創意

工夫もいれながら事業を進めてください。 

 

4.活動認定証 

認定証の発行も各ユ協にてお願いいたします。 

見本として、ワード形式のデータを提供いたしますので発行者名等はユ協にて記入し

てください。 

但し、日本ユネスコ協会連盟発行の活動認定証が必要な場合は、日本ユネスコ協会連

盟が定めるガイドライン（ESD パスポートと同様）に沿って、原則「日ユ協連の基本

版」パスポートを使用して実施してください。 

上記の通り、日本ユネスコ協会連盟発行の活動認定証を申請するには条件があります。 

  ①日ユ協連の定めるルールに沿って実施 

②原則「日ユ協連の基本版」パスポートを使用 

 

※ESD パスポートと共にお送りしていた記念バッジ（非売品）は SDGs パスポートの活

動認定証にはつきません。2019 年度までに配布した ESD パスポートの活動認定証ま

でつきます。 

冊数 単価 金額 

100冊 400円 40,000円 

200冊 280円 56,000円 

500冊 190円 95,000円 

mailto:passport@unesco.or.jp


 

 

5.ESD パスポート残部に関して 

現在日ユ協連には、小学生用・中高生用の ESDパスポートの残部が若干あります。 

そこで、2020年度は希望するユ協に着払いにて ESDパスポートを提供します。 

但し、原則として 2019 年度の送付数が提供数の限度となります。（2019 年度申請し

ていない場合は 2018年度の送付数）例：2019年度申請数：小 50部、中高 50部の場

合、2020年度に申請できる ESDパスポート数は小 50部、中高 50部 

なお、残部 ESD パスポートを使用した場合でも、2020 年度からの主催は各ユ協とな

り、認定証発行に関しても、SDGsパスポートの発行方法と同じになります。 

残部をご希望の場合は様式 1「2020 年度「ユネスコ協会 SDGs パスポート」実施連絡

書」にご記入の上、メールにてお送りください。 

※ESDパスポートの残部提供は 2020年度のみを予定しております。 

 

6.移行期間 

パスポートの有効期限は 3 年間であるため、2019 年度に配布した ESD パスポートの

事業終了は 2021年度末になります。そのため、2021年までは現行の ESDパスポート

を使用している生徒・児童に対しては、現行の ESDパスポート通りに活動認定証を発

行します。記念品のバッジも一緒に送付いたします。 

但し、2020年度以降に残部 ESDパスポートを入手・使用した場合は、新 SDGsパスポ

ートと同様のガイドラインに沿って発行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

7.①SDGs パスポート PDF データ（日ユ協連基本版）台割 

SDGsパスポート台割 

ページ 内容 

表 1 表紙 

表 2 名前＋UNESCO憲章前文 

1 ユネスコ協会 SDGsパスポートを手にした皆さんへ 

2 上：UNESCOとは 下：わたしの平和宣言 

3 「ESDとは」「SDGsとは」「ESD×SDGs」 

4 SDGｓ17の目標 

5 SDGｓ17の目標 

6 ボランティア活動に参加しよう！（例、基本の流れ） 

7 活動記録の記入例 

8 こんな時どうするの? 

9 
 

  ～
 活動記録欄 

 26 
 

27 ボランティア活動実績表 

28 活動者情報 

表 3 ユ協連絡先 

表 4 SDGs 図 



 

 

① 活動時間の単位をボラン（ボランティアの短縮形）とします。 

② ボランティア活動の、 

45分から 2時間の活動を「１ボラン」 

2時間以上の活動の場合は、すべて「２ボラン」 

③ 活動記録欄の１か２に○をして、印またはサインをして下さい。 

Ⅱ.日本ユネスコ協会連盟ガイドライン 

 

2019 年度までの ESD パスポートを引継ぎ、日ユ協連としてのガイドラインをお示しい

たしますが、主催は各ユ協となりますので、事業を実施する際の参考として下さい。 

また、日本ユネスコ協会連盟が発行する活動認定証が必要となる場合は本ガイドライン

に沿って事業実施をお願いいたします。ESDパスポートと同様、提出いただいたパスポ

ートのボランティアの内容を確認して、ガイドラインに沿って 30 ボランを達成してい

る場合のみ活動認定証を発行いたします。 

 

1. 活動数の記録について 

(1) カウントの仕方、ルールは次の通りです。 

 

 

 

 

 

 

(2) カウント対象となるもの、ならないもの（具体的には「2.対象となるボ

ランティア活動の例」をご参照ください） 

 

学校の教育活動（職業体験活動、地域貢献活動も含む）の一環として行われ

るものは、ボランティア活動として本事業のカウントの対象にはなりません。 

課外活動（クラブ、委員会等）でも取り組むことができますが、課外活動の

場合は、基本的には学校外のものとします。 

 

⚫ 事業に“運営スタッフ”で参加する場合は認定対象となりますが、“参加

者”の場合は対象となりません。 

 

⚫ ESDや SDGs に関する講座の受講や、自然体験教室や野外観察会などに参

加者として参加する場合も認定の対象となりません。 

例：ESD講座を受講した→「認定対象外」 

チャリティーコンサートに聴衆として参加→「認定対象外」 

会場内案内係として参加→「認定対象」 

チャリティーコンサートに演奏者として参加→「認定対象」 

 

SDGsパスポートが認定するボランティア活動は、「地域・社会の課題解決にむけて、

無償で自ら進んで人の役に立とうという地域社会（学校外）での奉仕活動」が対象

です。 



 

 

「いつ、どこで、誰・何のために、どういう

ボランティア活動をした」がわかるように記

入をして下さい。 

空欄がないように記入をお願いします。 

⚫ 同一の目的で長期間行われる活動で、1 日単位での活動時間のカウント

が難しいものは、１事業をまとめて「2ボラン」とします。 

例１：書きそんじハガキ集めやエコキャップ回収運動など、1日の活動

が 45分に満たず、活動時間の算出が難しいもの。 

→先生のご判断で、月/学期単位で 2ボランとして下さい。 

例 2：チャリティーコンサートやお祭りに出演するなど、ボランティア

当日だけでなく、事前の練習時間が必要な場合 

→練習時間とボランティア当日をあわせて、２ボランとします。 

 

 

(3) パスポート記入方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティア活動内

容がわかるように記

入して下さい 

活動終了後、ボランティ

ア活動主催者に印かサ

インをもらって下さい 

ボランティア活動の場

所を記入して下さい 

ボランティア活動の

主催団体を記入して

下さい 

ボランティア活動に参

加してみての気づき、感

想などを書いて下さい 

活 動 が 当 て は ま る

SDGs の目標を記入 



 

 

2. 対象となるボランティア活動の例  

「SDGsパスポート」事業でボランティア活動実績として認める事例をご紹介します。 

 

 

⚫ 国際協力に関わる活動 

・ 街頭募金（世界寺子屋運動など） 

・ 書きそんじハガキ（回収と整理） 

 

⚫ 国際交流 

・ 留学生との交流の企画・サポート 

 

⚫ 平和に関する活動 

・ 平和の鐘をならそう（運営スタッ

フ） 

 

⚫ 環境保護にかかわる活動  

・ リサイクル活動（空きビン、缶、古

紙牛乳パック、トレー、エコキャ

ップ、プルタブ等） 

・ 自然保全活動 

・ 清掃美化活動（町内のゴミ拾い、草

取り、駅舎清掃など） 

 

⚫ 文化・芸術にかかわる活動  

・ 伝統文化や郷土芸能の継承・発展

に参加（例：プロジェクト未来遺

産での活動、ボランティアガイド） 

・ 社会教育施設等での文化祭等の企

画・運営 

・ チャリティーコンサートなどの企

画・運営 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 防災・減災にかかわる活動 

街頭募金（東日本大震災子ども支援

募金等） 

災害支援、復興活動  

 

⚫ 福祉にかかわる活動 その他 

・ 福祉施設等での日常生活の援助 

・ 独居老人宅訪問 

 

⚫ 学校外での行事の手伝い、高齢者の

話し相手 

・ 点訳、手話、朗読 

 

⚫ 子どもの健全育成にかかわる活動 

その他 

・ 野外活動やスポーツ等の指導 

・ 年下の子どもたちの世話や遊び

相手 

・ 地域防犯活動 



 

3. カウント対象にならない活動 

SDGsパスポートが認定するボランティア活動は、「地域・社会の課題解決にむけて、無償

で自ら進んで人の役に立とうという地域社会（学校外）での奉仕活動」が対象です。 

 

下記は、これまでに「活動認定証」の申請があった活動記録の実際の事例です。 

これらは本事業の趣旨と、ボランティア活動の持つ「自発性」「公共性」という性質から

カウントの対象にするのは難しい例として、ご紹介します。 

 

本事業の活動の目的は、児童・生徒が自発的に地域社会に飛び出して、持続可能な社会

を作るためのボランティア活動に参加することです。そのため、学校（学校の主導の下）

で行われる教育活動とは別の、児童・生徒による地域社会での自主的なボランティア活

動ととらえています。 

  内容 理由 

1 

アルミ缶 

古紙 

牛乳パック        回収 

プルタブ 

ペットボトルキャップ 

古着 

子どもたちが自発的に、地域で多くの人を巻き込ん

で行う活動は対象。 

「自宅にあるものを学校へ持ってきた」（例：家か

ら牛乳パックを学校へ持参した。家の空き缶を持参

した）等といった個人の範囲の活動は対象外。 

2 
募金 

書きそんじはがき回収 

街頭募金など、地域で多くの人を巻き込んで行う活

動は対象。 

「自宅から学校へ持ってきた」は対象外。 

3 
イベントの企画、準備、話し合い（例：バ

ザー、お祭りなど） 
当日と事前準備をあわせて 2ボランとカウント 

4 学校内・学校周辺の掃除、草むしり等 学校の教育活動のため、対象外。 

5 学校説明会の手伝い 学校の教育活動のため、対象外。 

6 あいさつ運動（校門、学区） 学校の教育活動のため、対象外。 

7 自宅・自宅周辺のそうじ、草むしり等 
ボランティア活動と捉えるには公共性が低いため、

対象外。 

8 〇〇（ESD発表会）などで発表 「発表」は対象外。 

9 防災訓練 「参加者」は対象外 運営に携わった場合は対象。 

10 〇〇について学ぶ（例：地域遺産） 「参加者」は対象外。 

12 
ボランティアツアー・ワークキャンプ（ボ

ランティア活動が組み込まれている場合） 
時間に応じて、カウント。 

13 
学校行事として行われるボランティア活

動（例：廃品回収など） 
学校行事のため対象外。 

14 吹奏楽部、和太鼓部などの演奏 

部活動ではなく、自主的に介護施設などの慰問目的

で訪問し演奏するのは対象。定期演奏会や商業施設

など、演奏を披露することそのものが目的の時は対

象外。学校を訪れた来賓に演奏するなども対象外。 

15 
運動部（テニス部、サッカー部など）によ

る校庭の掃除（落葉拾い、芝生整備など） 
学校の教育活動のため、対象外。 



 

 

Ⅲ.日本ユネスコ協会連盟の活動認定証の発行について 

 
日本ユネスコ協会連盟が定めるガイドラインに沿って 30ボランを達成した、児童・生徒には、

ボランティア活動認定証を発行します。 

ユ協にてボラン数とボランティア活動の内容を確認し、申込書に必要事項をご記入の上、 

参加校分をとりまとめて連盟事務局へお送りください。 

① 30ボランを達成した生徒のボランティア活動実績表（p9-26）の原本またはコピー 

② 活動記録のページ（p27、p28） 

お申込み後、日本ユネスコ協会連盟事務局からユ協へ必要枚数を送ります。「学校名」「名前」

「発行日」の記入は各ユ協でお願いします。 

 

◆活動認定証   ◆ご用意いただきたいもの 

学校、氏名を記載 

発行日を記載 

ユネスコ協会 SDGs パスポート 

ボランティア活動認定証 

サンプル 

パスポート p27コピー パスポート p28 コピー 

本冊子 様式 2 パスポート p9-26 コピー 

日本ユネスコ協会連盟発行 

活動認定証 申込書 

 



 

 

Ⅳ. 体験発表会について 

ESDパスポート運用時は体験発表会の実施を高校生では必須、小中学校では任意としてきまし

た。SDGs パスポートでは主催者が各ユ協になりますので、日ユ協連としては必須とはしませ

んが、開催を任意で奨励いたします。 

児童・生徒がボランティア活動に参加し、持続可能な社会づくりに向けて取り組んだことを

発表することは、自分の活動を見つめ直し、より深める良い機会となります。PTAや地域のボ

ランティア団体、近隣のユネスコ協会・クラブにも参加してもらうことで、活動の輪が広が

るきっかけにもなるかもしれません。 

 

ESDパスポートの時代から素晴らし活動をしているユ協が多くありますので、ほんの一部です

が、紹介いたします。自分の地域で開催する際の参考にしてください。 

 

1.2018 年度開催事例  

(1) 名古屋ユネスコ協会（2018年 12月 8日開催、於：愛知県立千種高等学校） 

特徴：ESDパスポート参加校の間で会場を持ち回りで実施。受付・進行など会場高校の生

徒たちが運営。 

2018年度は、中・高 6校のユネスコスクールから生徒 60名と教員 11名が参加。 

ワークショップは、会場校の愛知県立千種高校生が「難民」というテーマの設定を

始め、企画全てを自分たちで行い、学校の枠を超えて生徒同士が活発に意見交換を

し、大変盛り上がった。教員間の意見交換会も同時開催。 

主催：名古屋ユネスコ協会  共催：日本ユネスコ協会連盟 

後援：ESDコンソーシアム愛知 愛知県教育委員会 名古屋市教育委員会  

岡崎市教育委員会、日本ユネスコ国内委員会 （公財）ユネスコ・アジア文化センター  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13：00   開会式   

13：05    第 1 部 表彰 ボランティア活動認定証、および奨励賞の授与 

13：15    第 2 部  

◇活動発表  

・岡崎市立竜南中学校 ・名古屋市立名東高等学校 ・名古屋市立北高等学校   

・中部大学春日丘高等学校 ・椙山女学園高等学校 ・愛知県立愛知商業高等学校 

・愛知県立千種高等学校 

 

      ◇公益社団法人日本ユネスコ協会連盟主催派遣事業 参加報告 

1）「第 8 回 ESD 国際交流プログラムに参加して」     

              愛知県立愛知商業高等学校 2 年  

       2）「第 5 回高校生カンボジアスタディツアーに参加して」 

              名古屋市立北高等学校     1 年  

 

14：40    第 3 部  交流会・ワークショップ  

15：50    閉会式   講評、記念写真撮影 

16：30    終了  



 

 

【参加校】 

大阪市立晴明丘小学校、大阪市立鶴見橋中学校、追手門学院中学・高校、大阪府立春日丘高校、

コリア国際学園中高等部、大阪府立佐野高校、大阪府立北摂つばさ高校、大阪府立松原高校 

 

【プログラム】 

10:00 開会 会長挨拶 

   各校児童生徒報告 8校がそれぞれ４分間で活動を発表 

11:10 グループ討論 「ボランティア活動で自分がどう変わったか」 

参加児童生徒が 7つのグループに分かれ学校を超えて意見交換したのち、グループご

とに発表 

12:00 全体会/「ボランティア活動認定証」授与式  

12:40 閉会 写真撮影 

大阪府ユネスコ連絡協議会 （2018年 12月 24日(月祝)開催 於：大阪 YMCA 

特徴：One World Festival for Youth の一部として開催。 

受付、進行など、持ち回りで担当校の生徒が主体となり運営。 

児童・生徒 54名、教員・社会人 24名、ユネスコ協会７名 合計 85名参加。 

今年は、小学 5・6年生の 3人が中高生の先輩方を相手に見事な発表をしてくれ、参加

してくれた中高生にとっても、とてもいい刺激となった。 

主催：大阪府ユネスコ連絡協議会  共催 (公社) 日本ユネスコ協会連盟 

後援：大阪府教育委員会、大阪市教育委員会、日本 ESD学会、近畿地方 ESD活動支援 

日本ユネスコ国内委員会、(公財)ユネスコ・アジア文化センター、ESD 活動支援セン

ター 

2.体験発表会準備スケジュール 

12月中旬に体験発表会を開催する場合の目安として、参考にしてください。 

下記のケースは、会場や当日の進行を、持ち回りで参加校が担っています。 

 

期日 内容 

4月 

 

① 体験発表会開催日と会場を参加校の通知 

② 会場校へ挨拶 

5月 交流会ファシリテーターの決定、及び打ち合わせ 

6月 第１回ユネスコ協会内 打ち合わせ 

7月 体験発表会後援申請―県教育委員会、市教育委員会、地域 ESD活動支援センター等 

9月 第２回ユネスコ協会内 打ち合わせ 

10月 各校へ体験発表会開催要項配布（参加申し込み用紙同封） 

11月 ① 会場校にて、司会者、運営スタッフと打ち合わせ  

② 活動認定申請受付 

③ ユ協ＨＰ掲載 

 12月 1.初旬：プレスリリース発信  

2.中旬：体験発表会 開催日 

１月 報告書作成  



 

 

 

Ⅴ.参考情報  

①ボランティア活動の場づくり 

子どもたちが「SDGsパスポート」を持って参加できるボランティア活動を、ユ協で計画しま

しょう。多くのユ協で、「世界寺子屋運動」の街頭募金や、書きそんじハガキ回収と整理をさ

れていると思います。まずはそうした活動に子どもたちの参加を呼びかけてみましょう。ま

た、企業や他団体と連携するきっかけにしてください。 

募金活動（世界寺子屋運動、被災地支援）               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未来遺産運動との連携             平和の鐘を鳴らそう運動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書きそんじハガキへの協力 

ユネスコ協会の書きそんじハガキの整理に参加

2013 年 11 月 13 日付 

「室蘭民報」 

ユ協後援のチャリティーコンサートで

東日本大震災の奨学金募金を呼びかけ

（名古屋ユ協） 

受付など平和の鐘を鳴らそう運動のお手伝

い（富山ユネスコ協会） 

世界寺子屋運動募金活動を高校生と実施 

（室蘭ユ協） 

過疎高齢化により荒廃した棚田の再生を目指す英田

上山棚田団(プロジェクト未来遺産登録)の棚田での

田植えに、高校生が協力（津山ユ協） 

※プロジェクト未来遺産の登録プロジェクトでも生

物多様性活性化プロジェクトや、絶滅危惧種の生態

調査など子どもたちが参加するボランティア活動が

行われています。 

http://www.unesco.or.jp/mirai/result/pj/001/#head_060
http://www.unesco.or.jp/mirai/result/pj/001/#head_060


 

 

②ボランティア保険について 

 

1． ボランティア保険の加入について 

SDGs パスポートは、児童・生徒のボランティア活動への参加を奨励するためのツールであ

り、ボランティア活動中の事故の責任は各ボランティア活動の主催者にあるというのが、

基本的な考え方です。 

ユ協でボランティアを主催する場合には、活動内容なども考慮した上で、ボランティア保

険の加入の必要性について、ユ協内でご検討ください。 

なお、全国の社会福祉協議会やボランティアセンターでは、ボランティア活動中の万一の

事故に備えた保険として、ボランティア活動保険の加入申し込みをすることができます。

保険期間が 1日単位のものから、1年間のものがあります。下記は東京都の例ですが、詳細

は各地の社会福祉協議会にお問い合わせください。 

 

参考： 東京都社会福祉協議会  イベント保険 1名 30円（最低掛金） 

ボランティア保険 年間 300円(最低掛金) 

都道府県・指定都市社会福祉協議会一覧

http://www.shakyo.or.jp/network/kenshakyo/index.html から各地の社会福祉

協議会の HPへジャンプすることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 市町村が保険料を負担するケース 

コミュニティ活動補償制度（市町村が保険料を負担）の有無をユネスコ協会で調べ、制

度がある場合は、本事業がコミュニティ活動補償制度の対象となるよう、市町村へ要請

するなどし、子どもの事故を保証するように工夫をしてください。 

見本 

http://www.shakyo.or.jp/network/kenshakyo/index.html


 

 

③学校用参加申込書 

ESDパスポートと同様の学校用参加申込書になります。日ユ協連への提出は必要ありません 

ので、ご自由にご利用ください。 

編集用データが必要な場合は「2020 年度「ユネスコ協会 SDGs パスポート」実施連絡書」よ

りお申込みください。エクセルデータをメールにてお送りいたします。 

 



 

 

Ⅵ.日ユ協連に提出する書類 

 

2020年度 SDGsパスポート事業実施ユネスコ協会 ※必須 

様式 1【2020 年度「ユネスコ協会 SDGs パスポート」実施連絡書】 

 

 下記の物が必要な場合は本用紙にてお申込みください。 

 ①SDGsパスポートのデータ申込（PDF、AI） 

 ②ESDパスポート残部分申込（冊子） 

 ③活動認定証編集用データ（Word） 

 ④学校用参加申込書データ（Excel） 

 

 

 

日ユ協連発行 活動認定証が必要なユネスコ協会 ※条件に当てはまる場合のみ 

様式 2【日本ユネスコ協会連盟発行 活動認定証 申込書】 

日ユ協連が定めるガイドラインに沿って 30ボラン達成した児童・学生がいる場合、ユ協にて

ボラン数とボランティア活動の内容を確認し、お申込みください。 

参加校分をとりまとめて、なるべく一度に下記書類と共に連盟事務局へお送りください。 

① 30ボランを達成した生徒のボランティア活動実績表（p9-26）の原本またはコピー 

② 活動記録のページ（p27、p28） 

 



 

 

様式 1 

2020 年度「ユネスコ協会 SDGs パスポート」実施連絡書 

 

※2020年度は SDGsパスポートのデータと、ESDパスポートの冊子（着払い）両方にお申込み

いただけます。SDGsパスポートのデータは 2020年度以降も使用可能です。 

 

送信先：日本ユネスコ協会連盟事務局 事業部 井上、尼子 

FAX：03-5424-1126    

Mail: passport@unesco.or.jp    

 

ユネスコ協会名  

会長名  

担当者名  

 

担当者連絡先 

＊SDGs パスポート（デ

ータ）の送付先 

電話： 

電子メール： 

 

SDGs パスポート 

＊当てはまるものに☑ 

 

□①SDGsパスポート PDF データ（日ユ協連基本版）使用 

□②SDGsパスポート AI データ（ユ協編集サンプル版）使用 

□データ不要 ユ協でパスポートを作成 

ESD パスポート残部 

＊必要な場合のみ☑ 

＊必要部数を記入 

□小学校用    部 

□中高用  中学校    部 

      高校     部 

ESDパスポート送付先 

※着払いが可能な住所 

〒 

 

電話： 

宛名： 

活動認定証編集データ 

＊必要な場合のみ☑ 

□活動認定証 Wordデータ（ユ協編集用） 

パスポート同様、メールにて送付します 

学校用参加申込書 

＊必要な場合のみ☑ 

□学校用参加申込書編集 Excelデータ 

パスポート同様、メールにて送付します 

参加学校名 

※ユネスコスクール登

録校の場合、○をして

ください。 

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

体験発表会 

開催予定時期 

 

mailto:passport@unesco.or.jp　　　（2020年1


 

 

様式 2 

日本ユネスコ協会連盟発行 活動認定証 申込書 

 

学校名                        

 

ご担当者氏名                     

 

ボラン達成者数                  名 

 

 学年 性別 氏名 開始日 終了日 ボラン数 

1       

2       

3       

4       

5       

6       

7       

8       

9       

10       

※日ユ協連のガイドラインに沿って 30ボラン達成した場合にのみ発行いたします。 

ユネスコ協会にてボランティア活動の内容とボラン数を確認の上、お申込みください。 

 

               ユネスコ協会 

確認担当者 氏名              

 

 


